




心身障害児の健康管理を考えるとき、発達途上にある個体として健常児と共通する点が多

いが、心身障害があるために複雑になったり、余計な負担がかかることもよくある。例え

ば、「てんかん」を持つ小児では毎日の服薬を欠かすことができないし、安全な服薬を続け

るためには、定期的に血液や尿検査を受ける必要が生じ、医療機関にかかる機会が多くな

ってしまう。また健常児では 2～3日で回復する気道感染症に罹患した場合でも、重症心身

障害児では濃厚な医療が必要となることはよく経験されるところである。 

一般に心身障害の程度が重度であればある程、医療機関とのかかわりが深くなる傾向があ

るが、その健康管理上最も大切なことは、日頃からの体力増進と、過去の病歴に照した早

目早目の適切な治療を受けることであろう。 


